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経済産業省におけるこれまでのがん研究

⚫ 医療機器・創薬基盤技術の向上と患者のQOL向上に貢献する製品の実用化を目指し、産
学官連携により取り組む研究開発を推進してきた。
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官民による若手研究者発掘支援事業

未来医療を実現する
医療機器・システム研究開発事業

医療機器等における
先進的研究開発・開発体制強靱化事業

医工連携事業化推進事業 医工連携イノベーション推進事業

液体中マイクロRNA測定技術開発 患者層別化マーカー探索技術の開発

次世代抗体医薬品製造技術開発
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経済産業省のこれまでの支援
①先進的医療機器・システム等開発プロジェクト
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⚫ がんに対する陽子線治療は、ターゲットとなる腫
瘍にのみ集中的に高線量の放射線を照射できるこ
とが最大のメリット。

⚫ しかし、実際は、患者の体型変化等により腫瘍位
置や形状が変化してしまうことから、治療開始時
に策定した治療計画だけでは効率的な照射ができ
ない。

⚫ 加えて、治療計画の変更には日数や、患者・医療
従事者双方に対する大きな負担がかかる。

⚫ これらの課題を解決するため、AIを活用した高精
度な位置合わせや、即日の治療計画変更等を効率
的に実現する治療システムを開発する。

製品イメージ

⚫ 日本人の死因の大多数を占めるがんは、早期発
見・早期治療が望まれている。

⚫ しかし、一部のがんは自覚症状に乏しく、早期発
見が困難である。

⚫ そこで、尿を用いて非侵襲、かつ高精度に、複数
のがん種を診断可能とする医療機器を開発する。

⚫ 具体的には、新規ナノワイヤデバイスを用いて尿
中に含まれるmicroRNAを抽出するとともに、そ
れらを解析して、高精度にがん種の区別をつける
アルゴリズムを開発する。

製品イメージ

超低侵襲リアルタイムアダプティブ放射線治療の実現
（株式会社 日立製作所）

超高精度・無侵襲早期がん診断を実現する
尿中microRNAの簡易な機械解析システムの開発

（Craif株式会社）

採択年度 上市

令和元年度 未定

採択年度 上市

令和２年度 未定
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経済産業省のこれまでの支援
②医工連携イノベーション推進事業
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⚫ 現行の乳癌検診の世界標準であるＸ線マンモグラ
フィが高濃度乳房（世界の 50 歳未満の女性の約
70%を占める）に対して適用が困難。

⚫ 微弱な電波で乳がんを高精度に可視化する世界初
の“散乱場断層イメージングシステムマイクロ波
マンモグラフィ”により、高濃度乳房においても、
高コントラスト比にて、腋窩も含め、高い再現性
にて深部の微細な乳がんを３次元撮影可能とした。

⚫ なお、測定時に胸の圧迫を必要とせず、乳房表面
をプローブでなぞるため、測定時の痛みがない。
妊婦や授乳期の女性も適用可能であり、患者に優
しい医療機器となっている。

採択年度 上市

2019年度 非公開

製品イメージ

次世代乳がんスクリーニングに向けた世界初のマイクロ波マンモグ
ラフィの開発・事業化（株式会社Integral Geometry Science）

マイクロ波マンモグラフィの測定風景 マイクロ波マンモグラフィの臨床研究結果
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経済産業省のこれまでの支援
③体液中マイクロRNA測定技術開発
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⚫ 国立がん研究センターや国立長寿研究センターが
保有するバイオバンクを活用し、患者血清などの
検体を臨床情報と紐付けて解析を実施。

⚫ 東レは、遺伝子の検出感度を約100倍程度増加さ
せることが可能な凹凸構造を有するDNA基板を開
発した。凹凸構造に結合しているDNAプローブが
血液中のRNAを補足することによる蛍光変化に
よってRNAの検出が可能となり、膵臓がんや乳が
んなど13種類のがんの有無について識別できる。

⚫ 東レでは、研究開発成果を利用したがん検査キッ
トを開発中であり、厚労省から先駆け審査制度を
受けており（2019年4月8日）、早期に上市され
る可能性が高い。

採択年度

2014年(NEDO)

イメージ

⚫ 国立がん研究センターや国立長寿研究センターが
保有するバイオバンクを活用し、患者血清などの
検体を臨床情報と紐付けて解析を実施。

⚫ 東芝は、東京医科大学と国立がん研究センターと
の共同研究において、血液中のマイクロRNAから
膵臓がんや乳がんなど１３種類のがんの有無につ
いて識別できるマイクロRNAチップを開発。

⚫ 現在は1000検体に本技術を適用することで、研
究成果であるマイクロRNAチップを用いたがんス
クリーニング技術の有効性を検証中。

採択年度

2014年度（NEDO）

製品イメージ

臨床現場での使用に向けた検査システムの開発
（東レ株式会社）

臨床現場での使用に向けた検査システムの開発
（東芝株式会社）

血液を採取し、
DNA基板に滴下



経済産業省のこれまでの支援
④患者層別化マーカー探索技術の開発（事業実施中）
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⚫ がん免疫チェックポイント阻害剤はがん免疫療法
として注目を浴びているが、2割程度のがん患者
には高い効果を示すが、半数程度には効果を奏さ
ない。

⚫ がん患者の血液やがん局所の免疫状態を解析し、
免疫細胞（CD4陽性T細胞）のがん組織中の割合
が免疫チェックポイント阻害剤の効果に相関する
ことが判明した。

⚫ 今後は、血液から免疫チェックポイント阻害剤の
効果を予測する診断薬・診断機器の開発を実施し
ていく。

採択年度

2019年（AMED）

イメージ

⚫ 肝臓がんは自覚症状が現れにくいため、検査によ
る早期発見が重要であり、また、転移しやすいが
んを見分けて、適切な治療を選択することが重要。

⚫ 従来の血液検査では、肝臓がんの発症リスクを測
定できていたが、転移のリスクまでは見分けるこ
とができなかった。

⚫ 本研究では、血液中の別のたんぱく質（LG2m）
を測定することで転移のリスクを高い精度で判定
する技術を開発した。

⚫ 今後、LG2ｍを検出する診断薬を開発を進めるこ
とで、肝臓がんの発症と転移リスクの両方を判定
できる新しい血液検査が誕生する。

免疫応答モニタリングによるがん免疫の全容理解に基づく
新規層別化マーカーの開発（JBIC 上田龍三特別顧問）

新たな肝がん高危険群患者層別化マーカーの開
発実用化研究（金沢大学 金子周一教授）

採択年度

2019年（AMED）

イメージ



経済産業省のこれまでの支援
⑤次世代抗体医薬品製造技術開発

⚫ 抗体医薬品は、抗体が特定の抗原に作用する仕組
みを利用したもので、治療効果が高く副作用が少
ない医薬品としてがんの治療等で注目されていま
す。

⚫ 中でも、抗体薬物複合体や二重特異性抗体、RI 
等を利用した抗体を用いた機能付加型の次世代抗
体医薬品は、より高い治療効果が期待されていま
す。

⚫ 群馬医療福祉大では、悪性中皮腫細胞に特有のタ
ンパクに結合する抗体（SKM9-2）を開発し、日
本メジフィジックスおよびMAB組合では、抗体に
抗体部位特異的リンカー及び放射性同位体（RI）
のGLP/GMP製造方法の構築を実施中。

採択年度

2021年(AMED)

イメージ

次世代抗体医薬品の開発を加速するRI標識に関する基盤技術
開発とRI標識抗体医薬の実用化研究

（群馬医療福祉大、日本メジフィジックス株式会社、MAB組合）

抗中皮腫抗体 リンカー及びRI RI抗体


